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幕
末
期
の
御
用
留
に
み
る
支
配
体
制

―
丹
波
国
福
知
山
藩
の
財
政
改
革
を
事
例
に
―渡

部　
　

凌
空

は
じ
め
に

丹
波
国
福
知
山
藩
は
、
同
国
の
最
北
に
位
置
し
、
寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）

の
朽
木
稙
昌
入
部
を
も
っ
て
石
高
三
万
二
〇
〇
〇
石
と
な
る
。
以
降
、
近
世
を
通

じ
て
朽
木
氏
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
譜
代
小
藩
で
あ
る
。
同
藩
の
御
用
留
と
し
て

最
も
古
い
事
例
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
朽
木
氏
入
部
か
ら
二
年
後
の
寛
文
一
一
年

に
作
成
さ
れ
た
「
堀
村
代
々
庄
屋
記
録
」
で
あ
る1

。
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
が
、

伝
来
す
る
全
六
冊
の
内
、
最
初
に
作
成
さ
れ
た
第
一
冊
の
冒
頭
に
は
、
戦
国
期
の

福
知
山
城
城
主
横
山
大
膳
か
ら
最
後
の
藩
主
朽
木
為
綱
ま
で
の
歴
代
藩
主
・
城
主

を
列
記
し
た
り
、
寛
文
一
一
年
以
前
の
出
来
事
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か

ら
、
年
代
記
的
な
性
格
を
も
有
す
る
史
料
で
あ
り
、
御
用
留
の
多
様
性
を
窺
わ
せ

る
も
の
で
あ
る
。

当
藩
の
歴
史
を
特
徴
づ
け
る
出
来
事
の
一
つ
と
し
て
、
後
述
す
る
万
延
の
強

訴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
藩
で
は
、
こ
の
一
揆
に
関
す
る
記
録
帳
・
日
記
類
が
多

く
作
成
さ
れ
て
お
り2

、
当
時
の
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
が
分
か
る
。

既
に
『
福
知
山
市
史
』
で
は
一
揆
の
実
態
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
改
革
の
内
容
、

そ
れ
を
推
し
進
め
た
藩
の
中
心
人
物
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
改
革
の
主
導
者
と
村
の
間
に
立
っ
て
、
実
質
的
に
政
策
を
担
っ
て
い
た
藩

の
役
人
や
組
織
、
ま
た
村
役
人
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
村
と
関
わ
っ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
当
該
期
の

御
用
留
を
用
い
て
、
一
揆
の
背
景
と
な
っ
た
諸
政
策
の
実
行
主
体
に
注
目
し
、
改

革
期
に
お
け
る
支
配
体
制
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

一　

末
村
の
御
用
留

本
稿
で
は
、
夜
久
郷
末
村
（
現
福
知
山
市
夜
久
野
町
字
末
）
の
御
用
留
を
用

い
る
。
幕
末
の
福
知
山
藩
の
村
方
は
、
南
郷
・
豊
富
郷
・
金
谷
郷
・
夜
久
郷
の
四

郷
、
全
六
二
か
村
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
夜
久
郷
は
藩
領
の
北
西
部

に
位
置
し
、
後
述
す
る
専
売
制
に
お
い
て
重
要
な
桐
実
や
漆
、
こ
ん
に
ゃ
く
玉
な

ど
の
生
産
地
で
あ
り
、
一
揆
が
発
生
し
た
地
で
も
あ
る
。
ま
た
、
末
村
は
現
在
の

中
夜
久
野
地
域
に
あ
た
る
山
間
の
農
村
で
、
明
治
元
年
時
点
の
村
高
は
二
二
六
石

で
あ
っ
た
。
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末
村
で
作
成
さ
れ
た
御
用
留
は
、現
在
一
〇
冊
が
伝
来
し
て
い
る
。
一
覧
を【
表

１
】
に
示
し
た
。
表
題
は
、「
御
用
御
廻
状
扣
帳
」「
御
廻
文
書
状
控
帳
」「
御
廻

文
控
万
覚
帳
」
な
ど
、
作
成
者
と
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
藩
や
他

村
な
ど
か
ら
廻
達
さ
れ
た
文
書
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
末
村
で
作

成
さ
れ
た
願
書
の
写
し
や
、
人
足
割
付
な
ど
の
部
分
的
な
情
報
を
抜
き
書
き
し
た

覚
書
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
御
用
留
は
、
お
お
よ
そ
一
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
お

り
、孫
左
衛
門
に
よ
る
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
か
ら
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

の
期
間
（
番
号
①
～
③
）
と
、
重
左
衛
門
に
よ
る
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
か
ら

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
期
間
（
番
号
④
～
⑩
）
の
二
つ
に
大
き
く
分
か
れ
る
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
揆
以
前
の
安
政
六
年
（
以
下
④
）
と
万
延
元
年
（
以

下
⑤
）
の
御
用
留
の
件
数
が
他
の
期
間
に
比
べ
て
多
い
点
で
あ
る
。
件
数
の
多
寡

に
つ
い
て
は
、
作
成
者
の
性
格
や
組
頭
と
庄
屋
と
い
う
役
職
の
違
い
に
依
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
藩
の
支
配
体
制
に
よ
る
影
響
が
考

え
ら
れ
る
。二　

幕
末
期
の
財
政
改
革

福
知
山
藩
で
は
、
先
述
の
通
り
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
八
月
に
藩
政
史
上

最
大
規
模
の
一
揆
で
あ
る
万
延
の
強
訴3

が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
一
揆
の
背
景

に
は
、
藩
が
そ
の
財
政
再
建
を
目
指
し
て
実
行
し
た
財
政
改
革
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
政
策
を
主
導
し
た
の
が
、
家
老
原
井
惣
左
衛
門
と
そ
の
手
先
で
あ
る
市
川

儀
右
衛
門
や
関
三
蔵
な
ど
の
万
法
係
り
で
あ
っ
た
。
万
法
係
り
は
、
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）以
降
、財
政
改
革
を
本
格
化
さ
せ
、租
税
の
増
徴
、藩
専
売
制
の
強
化
、

米
の
喰
い
延
ば
し
（
一
日
あ
た
り
の
飯
米
を
一
定
量
節
減
す
る
こ
と
）、
倹
約
の

徹
底
、
御
用
金
の
賦
課
な
ど

を
実
行
し
、
領
民
に
過
重
な

負
担
を
強
い
て
い
た4

。
当

藩
で
は
、
文
政
年
間
か
ら
既

に
桐
実
を
藩
の
「
御
産
物
」

に
指
定
し
、
藩
営
の
専
売
制

を
実
行
し
て
い
た
が
、
嘉
永

三
年
に
藩
の
特
産
物
を
扱

う
「
産
物
会
所
」
が
設
置
さ

れ5

、
翌
年
に
は
糸
・
真
綿

が
御
産
物
と
な
る
。
さ
ら

に
、安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

に
は
、「
諸
商
業
正
直
取
締

会
所
」（
以
下
、
正
直
会
所
）

が
城
下
町
に
設
置
さ
れ
、
専

売
を
管
理
す
る
組
織
の
整
備

が
進
ん
だ
。「
産
物
会
所
」

は
特
産
物
の
管
理
を
、「
正

直
会
所
」
は
流
通
商
品
の
統

括
を
担
う
組
織
で
あ
っ
た6

。

最
終
的
に
は
食
品
・
衣
服
・

諸
道
具
・
木
材
・
金
物
な
ど
、

生
活
用
具
の
ほ
と
ん
ど
が
御

産
物
に
指
定
さ
れ
る
に
至
っ

番号 表題 期間 作成者 件数（件）
1 御用御廻状扣帳 寛政 11年（1799）3月～ 12月 庄屋孫左衛門 24
2 御用御廻状扣帳 享和 3年（1803）正月～文化元年（1804）

9月
庄屋孫左衛門 14

3 御用御廻丞（状）扣帳 文化 2年（1805）正月～文化 6年（1809）
8月

庄屋孫左衛門 23

4 御廻文書状控帳 安政 6年（1859）正月～同年 12月 （組頭）重左衛門 132
5 御廻文書状控帳 万延元年（1860）正月～同年 12月 組頭重左衛門 112
6 廻文控覚帳 文久元年（1861）正月～同年 12月 庄屋（重左衛門） 70
7 御廻文控万覚帳 文久 2年（1862）正月～同年 12月 庄屋重左衛門 53
8 御廻文控万覚帳 文久 4年（1864）正月～同年 12月 庄屋重左衛門 66
9 御廻文控万覚帳 元治 2年（1865）正月～同年 12月 庄屋重左衛門 76
10 御廻文控覚帳 慶應 3年（1867）正月～慶應 4年 3月 庄屋重左衛門 81

【表１】末村の御用留

※福知山市史収集文書 052 大林「末村」（福知山城天守閣寄託　画像提供：福知山市教育委員会）より筆者作成
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た7

。
こ
れ
に
つ
い
て
、
当
藩
で
は
藩
外
の
市
場
で
利
益
を
生
む
特
産
品
が
少
な

い
た
め
、
藩
内
に
流
通
す
る
「
あ
ら
ゆ
る
商
品
を
御
産
物
に
指
定
し
、
そ
の
売
買

に
直
接
に
介
入
し
て
口
銭
を
取
る
こ
と
を
考
え
た
」
と
さ
れ
て
い
る8

。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
政
策
を
村
方
で
よ
り
徹
底
す
る
た
め
、
藩
領
の
各
郷
の
庄
屋
か
ら
四
郷

取
締
を
任
命
し
、
夜
久
郷
額
田
村
に
は
「
出
張
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
期
に
は
万
法
係
り
の
主
導
の
下
で
、
城
下
町
に
設
置
さ

れ
た
産
物
会
所
や
正
直
会
所
、
村
方
の
四
郷
取
締
や
出
張
所
に
よ
る
専
売
制
の
支

配
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
策
に
よ
る
過
重
な
負
担
が

背
景
と
な
っ
た
一
揆
が
発
生
す
る
と
、
藩
は
「
諸
産
物
御
取
払
」
な
ど
の
一
揆
勢

の
要
求
を
認
め
、
そ
の
支
配
体
制
を
廃
止
す
る
に
至
っ
た
。
④
⑤
に
お
け
る
触
書

の
件
数
増
加
と
そ
の
後
の
減
少
は
こ
う
し
た
支
配
体
制
に
依
る
側
面
が
大
き
い
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
④
⑤
で
は
先
述
の
諸
組
織
が
発
し
た
専
売
制
に
関
す

る
触
書
な
ど
が
多
く
記
載
さ
れ
る
が
、
一
揆
後
の
御
用
留
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る
。

三　

改
革
下
の
御
用
留
に
み
る
諸
役
人
・
組
織

当
該
期
の
支
配
体
制
に
つ
い
て
、「
藩
政
改
革
組
織
図
」9

に
寺
社
奉
行
と
郡
方

の
組
織
を
加
え
た
図
を
【
図
１
】
に
示
し
た
。
上
層
部
に
万
法
係
り
・
町
奉
行
・

勘
定
奉
行
な
ど
が
位
置
し
、
そ
の
下
部
に
産
物
会
所
や
正
直
会
所
を
は
じ
め
と
し

た
組
織
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
村
方
支
配
を
担
う
郡
奉
行
は
万
法
係
り
の
市

川
や
清
水
安
右
衛
門
が
兼
任
し
て
い
た10

。
加
え
て
、
市
川
は
安
政
六
年
時
点
で

寺
社
奉
行
も
兼
任
し
て
い
る11

。
し
か
し
、
こ
の
図
に
は
夜
久
郷
に
設
置
さ
れ
た

出
張
所
や
各
郷
の
四
郷
取
締
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
も

【図１】改革期の組織図
※福知山市史編さん委員会『福知山市史』第３巻、1984 年、
942 頁　表 149「藩政改革組織図」を基に、筆者一部加筆
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る
。以

下
で
は
、
改
革
に
際
し
て
設
置
さ
れ
た
四
郷
取
締
、
正
直
会
所
・
産
物
会
所
、

出
張
所
の
職
務
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

（
一
）
四
郷
取
締

夜
久
郷
の
農
民
が
作
成
し
た
と
さ
れ
る
「
強
訴
実
録
日
記
」12

に
よ
る
と
、
四
郷

取
締
は
嘉
永
七
年
時
点
で
一
一
人
お
り
、こ
の
内
、夜
久
郷
に
は
日
置
村
・
平
野
村
・

額
田
村
の
三
人
の
庄
屋
が
任
命
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
革
か
ら
強
訴
ま
で
の
経
過
を

記
し
た
「
一
揆
大
騒
動
記
録
」13

に
よ
る
と
、
彼
ら
は
藩
か
ら
「
大
庄
屋
格
」
を
与

え
ら
れ
、「
御
領
分
中
百
姓
一
統
の
心
得
か
た
を
ぎ
ん
み
る
役
人
故
、
あ
ま
た
の

人
々
大
い
ニ
恐
入
お
そ
ろ
し
く
お
も
ふ
事
尤
な
る
役
人
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
記
述
に
は
作
成
者
に
よ
る
誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
④
の
正
月
八
日
の
触
書

に
は
、「
御
村
々
初
寄
合
ニ
私
共
出
席
い
た
し
候
様　

御
沙
汰
御
座
候
間
、
左
之

日
限
（
九
日
朝
）
ニ
御
勤
メ
可
被
下
候
」
と
あ
り
、
彼
ら
が
村
の
寄
合
に
直
接
的

に
介
入
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
触
書
の
内
容
か
ら
、
彼
ら

は
私
宅
で
職
務
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
加
え
て
、
差
出
の
ほ
と
ん
ど
が

末
村
の
北
東
に
位
置
す
る
額
田
村
の
中
嶋
長
右
衛
門
で
あ
り
、宛
先
を
「
五
ヶ
村
」

と
表
記
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
郷
内
の
い
く
つ
か
の
村
を
分
担
し
て
職
務

を
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

【
表
２
】
の
四
郷
取
締
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

⑴
御
産
物
の
売
買
統
制
、
⑵
生
活
用
具
の
売
買
統
制
、
⑶
藩
札
な
ど
の
流
通
管
理

で
あ
る
。【
図
１
】
に
基
づ
い
て
整
理
す
る
と
、
⑴
は
産
物
会
所
、
⑵
は
正
直
会

所
、
⑶
は
銀
札
座
の
職
務
に
関
連
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
史
料
的
制
約
に

よ
り
、
四
郷
取
締
と
諸
組
織
の
間
で
の
触
書
の
具
体
的
な
伝
達
経
路
は
把
握
で
き

十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
を
含
め
た
当
該
期
の
組
織
・

諸
役
人
の
職
務
内
容
な
ど
か
ら
支
配
体
制
を
捉
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
御
用

留
は
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
有
効
な
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。

末
村
の
御
用
留
か
ら
、
差
出
者
の
役
職
が
断
定
可
能
な
触
書
を
抽
出
し
、
そ

の
主
な
も
の
を
【
表
２
】
に
ま
と
め
た
。
財
政
改
革
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る

内
容
は
太
字
・
下
線
で
示
し
て
い
る
。
当
該
期
に
万
法
係
り
か
ら
直
接
発
さ
れ
た

触
書
が
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
下
部
機
関
や
諸
役
人
が
村
方
に
対
し
政

策
を
実
行
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
内
、
代
官
手
代
と
断
定
可
能
な
触
書

は
一
件
で
あ
る
が
、
代
官
手
代
と
推
測
さ
れ
る
人
物
が
発
し
た
触
書
は
他
に
一
六

件
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
は
、
山
椒
の
上
納
指
示
・
喰
延
米
の
改
め
、
繭

の
取
調
な
ど
改
革
に
関
連
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
一
方
で
、
大
半
が
蔵
米
値
段

の
通
達
・
宗
門
判
取
と
い
っ
た
通
常
業
務
に
類
す
る
内
容
で
あ
る
。
ま
た
、
正
直

会
所
の
件
数
に
は
、
触
書
の
内
容
の
類
似
性
か
ら
、
そ
の
下
部
組
織
と
推
測
さ
れ

る
「
猪
子
取
締
」
か
ら
の
一
件
と
「
炭
会
所
」
か
ら
の
二
件
を
含
ん
で
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
差
出
者
と
件
数
を
比
較
す
る
と
、
特
に
代
官
と
四
郷
取
締
に
よ

る
触
書
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
う
ち
、
前
者
の
代
官

ラ
イ
ン
（
代
官
―
代
官
手
代
）
は
、
改
革
関
連
の
も
の
も
含
む
が
、
そ
の
多
く
が

通
常
時
の
職
務
に
属
す
る
内
容
で
あ
る
。
一
方
で
、
後
者
が
発
し
た
触
書
は
、
改

革
に
関
連
す
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
郡
手
代
と
代
官
手
代
を
比

べ
る
と
、
郡
手
代
は
平
常
時
の
業
務
も
確
認
さ
れ
る
一
方
で
、
改
革
関
連
の
触
書

が
相
対
的
に
多
く
、
産
物
の
差
出
指
示
や
封
札
改
な
ど
、
他
の
組
織
と
類
似
す
る

内
容
も
確
認
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
藩
内
の
組
織
間
で
職
務
が
明
確
に
区
分

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
更
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
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番号 差出 件数（件） 内容
1 代官 51 御用銀徴収、普請人足願、諸品売捌方通達、蔵米御直段・金相場の通達、不

埒者取締、鉄砲判取、村方用向窺、触書の受取指示、殿様着城恐悦・見舞出
頭指示、麦上納指示、役人就任・改名通達、検見・免定渡、公儀触・鳴物停
止通達、村方不容易の風聞取締、普請大工募集、盗人用心の通達、宗門改、
払米の囲指示

2 四郷取締 48 御産物の売先・売払の斤目・代札等取調・指示、繭代の徴収、繭直段の会合
通達、不要衣類諸道具の勝手売払禁止、江戸屋敷類焼・評定所の見舞出頭指
示、献木割通達、古銅・真鍮・金物類の他所売払禁止、銀札引替指示、封金
取集通達、蔵米俵〆直指示

3 郡（奉行）
手代

17 桐実差出指示、人足出頭指示、買取人通達、材木伐採指示、封札改通達、納
山椒仰付、繭作貫目改、栗丸太伐採指示、他領米牛馬駄賃附の禁止、蚕種配
布、繭高取調、代官・郡奉行の検見・人足通達

4 正直会所 15 郡奉行巡村の通達、炭焼人呼出、封札（改）の廻村通達（以上正直会所掛り）
／牛方渡世の者調査、猪子差出指示、桐粕入用の者取調、駄荷物への銭賦課・
徴収通達、漆掻世話方の証文持参指示（以上正直会所取締）／炭直売買禁止・
差出催促（以上炭会所）／猪子蒸上指示（以上猪子取締）

5 年番庄屋 10 御下札・札守の郷内巡達指示、御収納日窺、中間募集、上納繭の割付・上納
日の指示、庄屋呼出

6 御普請方 8 人足取調、栗丸太持出指示、普請指示、作料取調
7 出張所 6 御産物差出指示、小間物・太物商業の者出頭指示、繭仕立指示、菜種・櫨実・

木かご上納指示、笠類売捌方通達
8 町同心 6 漆掻込場整備指示、代官廻村の人足指示、御厩蔦草割通達、宗門判取人足指

示、代官後役通達、御小屋納小麦割指示
9 産物会所 4 煙草直売買禁止、桐実仕立・差出指示
10 代官手代 1（16）検見人足指示（以上断定分）／改名通達、公儀触受印指示、蔵米御直段通知、

新規代官への挨拶指示、山椒上納指示、宗門判取、喰延米改、大麦・小麦・
畑作物・繭の取調、納方出郷通達（以上推定分）

合計 166（182）
※安政 6年・万延元年「御廻文書状控帳」を基に筆者作成

【表２】改革期の諸役人・組織の触書

な
い
が
、
諸
組
織
か
ら
直
接
村
へ
宛
て
ら
れ
た
触
書
の
少

な
さ
か
ら
、
四
郷
取
締
を
経
由
し
て
触
書
が
伝
達
さ
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
四
郷
取
締
は
財
政

改
革
に
伴
っ
て
設
置
さ
れ
た
諸
組
織
と
村
の
間
に
位
置
づ

け
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
機
関
の
職
務
を
村
方
の
内
部
か
ら
徹

底
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
正
直
会
所
・
産
物
会
所

正
直
会
所
は
、
先
述
の
通
り
藩
内
の
商
品
流
通
を
管

轄
し
、
手
数
料
と
し
て
口
銭
を
徴
収
す
る
役
割
を
担
っ
た

組
織
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
組
織
の
特
徴
的
な
職
務

に
つ
い
て
触
書
を
例
に
挙
げ
る
。
同
所
か
ら
の
触
書
一
五

件
の
内
五
件
が
正
直
会
所
掛
り
の
桐
村
半
六
・
塩
見
濱
助

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
内
容
と
し
て
、
封
札

改
の
廻
村
通
達
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
の
「
強
訴
実
録
日

記
」
の
記
述
か
ら
、
封
札
改
と
は
、
領
内
の
町
・
村
に
お

い
て
、
毎
月
分
限
に
応
じ
て
五
匁
・
三
匁
・
一
〇
匁
を
積

み
立
て
、
廻
村
し
て
き
た
郡
手
代
へ
上
納
す
る
政
策
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る14

。
④
に
よ
れ
ば
、
四
月
五
日
に

郡
奉
行
か
ら
近
日
中
に
廻
村
す
る
旨
が
通
達
さ
れ
て
い
る

が
、
末
村
に
は
同
月
一
一
日
に
正
直
会
所
掛
り
か
ら
「
明

十
日
ゟ
為
封
札
致
廻
村
」
と
廻
達
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事

例
か
ら
は
、
郡
手
代
で
は
な
く
正
直
会
所
掛
り
が
改
め
を

担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、そ
し
て
、
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屋
武
右
衛
門
の
名
前
が
確
認
で
き
、「
村
々
出
来
之
木
猪
子
」
と
先
述
の
駄
荷
物

の
口
銭
を
上
納
す
る
場
と
し
て
出
張
所
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
触
書
は

差
出
が
正
直
会
所
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
そ
の
内
容
か
ら
も
出
張
所
が
正
直
会

所
の
機
能
の
一
端
を
担
う
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
こ
の
出
張
所

か
ら
の
触
書
は
六
件
あ
り
、
小
間
物
・
太
物
・
繭
・
菜
種
・
櫨
実
・
木
か
ご
・
笠

類
な
ど
の
上
納
や
仕
立
に
関
す
る
触
書
で
あ
る
。
例
え
ば
、
④
の
正
月
二
七
日
の

触
書
で
は
、「
旧
冬
御
産
物
相
成
候
処
之
福
知
山
御
産
物
、正
直
会
所
へ
茂
不
指
出
、

当
出
張
所
へ
も
不
指
出
候
品
有
之
」
と
し
て
、
該
当
す
る
品
を
出
張
所
へ
差
し
出

す
よ
う
催
促
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
、
出
張
所
が
正
直
会
所
の
出
先
機

関
と
し
て
機
能
し
、
四
郷
取
締
同
様
に
在
方
に
お
い
て
、
そ
の
政
策
を
徹
底
す
る

存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
産
物
会
所
や
そ
の
他
の
組
織
や
役
人
と
の

具
体
的
な
関
係
性
や
役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、末
村
に
伝
来
す
る
御
用
留
を
用
い
て
、藩
の
財
政
改
革
に
お
い
て
、

改
革
を
主
導
し
た
万
法
係
り
と
村
の
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
諸
役
人
・
組
織
の
職

務
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
本
稿
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
二
点
が
挙
げ
ら

れ
る
。
第
一
に
、
郡
奉
行
以
下
の
役
人
に
よ
る
改
革
関
連
政
策
へ
の
関
与
と
い
う

組
織
間
で
の
職
務
内
容
の
類
似
性
と
、
産
物
会
所
・
正
直
会
所
に
属
す
る
個
別
産

物
の
会
所
・
取
締
役
の
存
在
と
い
っ
た
組
織
の
細
分
化
が
あ
り
、
当
該
期
の
支
配

体
制
は
非
常
に
複
雑
な
形
態
を
呈
し
て
い
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
詳

し
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
四
郷
取
締
や
出
張
所
が
、
改
革
に
伴
う
諸
組

触
書
の
伝
達
に
遅
れ
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
伝
達
機
構
が
適
切
に
機
能
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
ま
た
、
翌
年
閏
三
月
に
は
正
直
会
所
掛
り
が
封
札

改
の
廻
村
を
通
達
し
て
お
り
、
継
続
的
に
対
応
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
で
、
正
直
会
所
取
締
か
ら
の
触
書
は
七
件
確
認
で
き
る
。
正
直
会
所
取

締
は
町
の
商
人
で
あ
る
黒
谷
屋
忠
三
郎
な
ど
が
任
命
さ
れ
て
い
た15

。
特
徴
的
な

内
容
と
し
て
は
、
牛
方
渡
世
の
者
の
人
数
・
名
前
の
取
調
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の

触
書
は
末
村
へ
安
政
六
年
一
〇
月
二
二
日
に
廻
達
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
二
か
月

後
の
一
二
月
二
九
日
に
、
村
方
の
「
牛
方
之
内
頭
立
候
者
ニ
為
致
世
話
、
壱
駄
ニ

付
廿
文
ツ
ヽ
」
を
徴
収
す
る
旨
が
廻
達
さ
れ
て
お
り
、
運
送
業
者
に
対
す
る
口
銭

の
徴
収
が
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
産
物
会
所
は
藩
専
売
制
の
中
核
を
担
う
組
織
で
あ
っ
た
が
、
御
用
留

か
ら
確
認
で
き
る
件
数
は
四
件
と
少
な
い
。
こ
れ
は
、
先
述
の
通
り
四
郷
取
締
を

通
じ
て
諸
政
策
を
実
施
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
内
二
件

は
「
御
産
物
桐
実
方
」
か
ら
の
差
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
正
直
会
所
に
属
す
る
炭

会
所
や
猪
子
取
締
同
様
に
、
産
物
ご
と
に
職
務
分
掌
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
内
容
と
し
て
は
、「
桐
実
当
月
中
之
仕
立
可
置
様
」
や
「
葉
煙
草
所
持
之
者
江
、

御
産
物
所
手
代
之
者
差
遣
し
候
迄
不
持
出
候
様
」
な
ど
、
産
物
の
流
通
管
理
に
関

す
る
も
の
が
あ
る
。

（
三
）
出
張
所

町
年
寄
が
記
し
た「
四
番
万
集
録
抄
」に
は
万
延
の
強
訴
で
打
ち
壊
さ
れ
た
家
・

役
所
の
一
覧
が
掲
載
さ
れ
て
お
り16

、
こ
の
内
「
産
物
方
出
張
所
漆
屋
又
右
衛
門
」

と
「
糸
産
物
方
出
張
所
笹
屋
武
右
衛
門
」
の
二
軒
の
出
張
所
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
④
⑤
で
は
、
正
直
会
所
取
締
が
発
し
た
触
書
の
内
二
軒
に
笹
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織
の
政
策
を
村
方
の
中
で
徹
底
さ
せ
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
触
書
か
ら
示

す
こ
と
が
で
き
た
点
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
財
政
改
革
期
に
注
目
し
た
た
め
、
御
用
留
の
分
析
が
安
政
六
年

と
万
延
元
年
の
一
部
の
分
析
に
限
ら
れ
、
課
題
が
残
っ
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
の
が
、
支
配
体
制
の
変
化
に
関
す
る
検
討
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
揆
に

よ
っ
て
改
革
に
関
す
る
御
産
物
や
封
札
改
な
ど
の
諸
政
策
が
撤
廃
さ
れ
、
そ
の
他

の
政
策
も
「
万
事
弐
拾
ヶ
年
已
前
ニ
御
法
立
帰
リ
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え

て
、翌
年
の
文
久
元
年（
一
八
六
一
）四
月
一
一
日
の
触
書
で
は「
郷
方
糸
屋
之
義
、

万
事
弐
拾
ヶ
年
已
前
之
通
ニ
被
差
戻
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
改
革
前

後
の
御
用
留
を
さ
ら
に
詳
細
に
分
析
し
、
改
革
期
と
改
革
前
後
に
お
け
る
支
配
体

制
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
四
回
生
）

【
註
】

1�

同
文
書
は
、
全
一
二
冊
の
内
六
冊
が
伝
来
し
て
お
り
、
文
政
一
〇
年
ま
で
の
記
録
が
あ
る
。
ま
た
、

「
堀
村
代
々
庄
屋
記
録
」
と
い
う
表
題
は
総
称
で
、
個
別
に
「
代
々
記
録
」「
記
録
帳
」「
堀
村
代
々

記
録
」「
堀
村
記
録
帳
」
な
ど
の
表
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

2�

福
知
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
二
、一
九
八
〇
年
に
は
、
万
延
の
強
訴
に

関
す
る
史
料
と
し
て
「
一
揆
大
騒
動
記
録
」「
強
訴
実
録
日
記
」「
万
延
元
年
郷
双
日
記
」
な
ど
が

あ
る
。

3�

以
下
、
万
延
の
強
訴
に
つ
い
て
、
福
知
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、

一
九
八
四
年
、
一
〇
七
九
頁
～
一
一
二
五
頁
。

4
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
二
、七
七
八
頁
。

5
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
八
九
四
頁
。

6
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
九
三
六
頁
。

7
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
一
〇
八
五
頁
。

8
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
一
〇
八
六
頁
。

9
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
九
四
二
頁
。

10
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
一
〇
九
七
、一
一
一
四
頁
。

11
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
一
〇
九
七
頁
。

12
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
二
、八
二
二
頁
～
八
二
三
頁
。

13
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
二
、八
○
一
頁
。

14
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
二
、八
二
九
頁
。

15
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
第
三
巻
、
九
三
九
頁
。

16
前
掲
、『
福
知
山
市
史
』
史
料
編
二
、八
四
五
頁
。



表紙の解説
1 2 3 4

5 6

7 8

（裏） （表）
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1　触留が多数展示されていた 2023 年「第 49 回愛知県公文書館企画展　新・収蔵資料展　～古文書にみる尾張の町と三河

の村～」の展示風景　山田洋一撮影

2　奈良町の町家をイメージした奈良市史料保存館の外観　山田洋一撮影

3　道標「古文書館通り」と川下りの船（船頭さんが「ここ ( 建物 ) は柳川の古文書館」と説明されていた）　山田洋一撮影

4　柳川古文書館の外観　山田洋一撮影

5　仙台伊達家領大肝入（大庄屋）吉田家文書の天保13年（1842）「定留」(御用留)の表紙（2011年東日本大震災の大津波で被災、

その後修復）　陸前高田市教育委員会提供　＊別表No.16、コラム１参照

6　地元の実業家が古物商から買い戻し大正10年（1921）に当時の小松町に寄贈された天保13年 7～ 12月「小松藩会所日記」

の表紙　西条市立図書館小松温芳図書館郷土資料室提供　＊別表No.106 参照

7　戦時中に大阪府立中之島図書館に保管を委託され、大阪大空襲から逃れた天保 13年「御触書承知印形帳」（菊屋町文書）

の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.80 参照

8　維新期に散逸した加賀前田家治政資料の書写による収集事業で作成され、のちに寄贈された天保 12～ 14年「郡方御触留

帳」（金沢市立玉川図書館近世史料館所蔵加越能文庫）の表紙　山田洋一撮影　＊別表No.56 参照

9　高田城跡（上越市）に再建された高田城三重櫓　山田洋一撮影
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